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職員の自律的なキャリア形成への支援等の充実 

～職員のやりがい向上や、前向きにチャレンジできる機会の創出に向けて～ 

 

京都市では、令和７年３月策定の「新京都戦略」及び「京都市人材育成・組織活性化計画」

に基づき、職員がよりやりがいを持ち、チャレンジできる組織づくりに向けて、職員のキャ

リア形成への支援等を行っています。 

この度、新たに市職員向けの「キャリア相談窓口」を設置するとともに、京都市の課題解

決等に取り組む局区等横断チーム「Kyoto Mebuki Lab」から提案された「スキルマッチン

グ制度」を試行実施します。 

 

【市職員向けキャリア相談窓口 概要】 

● 目的   職員自身のキャリア形成、部下職員の育成を支援する相談窓口を設置する 

     ことにより、職員のモチベーション、働き続ける意欲、成長意欲や昇任意欲 

     の向上、風通しの良い組織風土の醸成等を図る。 

● 制度内容 職員のキャリア等に関する悩みに対して、国家資格を有する外部専門家から 

     アドバイスを行う。 

● 開設日  令和７年９月２４日（以降、月４日程度開設、３回/日、９０分/回） 

● 対象   市長部局、市会事務局及び行政委員会事務局の職員（会計年度任用職員除く） 

● 実施方法 対面又はオンライン 

● 相談例  ・自身の能力開発やキャリアプラン 

     ・仕事と子育て・介護等との両立 

     ・現在の仕事や職務内容 

     ・部下職員の育成 等 

 

【スキルマッチング制度 概要】 

● 目的     職員の多様な働き方を実現し、業務の生産性を高めるため、また、 

       職員のやりがいを向上させ、前向きにチャレンジできる機会の創出や 

       組織風土の醸成等を図る。 



 

 

● 制度内容   「特定のスキルを提供する職員」及び「特定のスキルを求める所属」 

       を本制度に登録し、Web 上の掲示板において、それぞれ「スキルを 

       持つ職員を求めている所属」及び「スキルをいかしたい職員」を募集 

       し、双方をマッチング 

● スキルとは  イラスト・デザインの創作、デジタルツールの活用、データ分析、 

       ホームページ制作、語学（翻訳・通訳）、筆耕、グラフィックレコー 

       ディング、企画力等の自己研鑽や業務を通じて得た高度な知識、 

       能力、技術、人脈を指す。 

● 試行実施期間 令和７年９月１６日（火）～令和８年１月３０日（金） 

● 制度の対象  ・市長部局、市会事務局及び行政委員会事務局の職員 

        （会計年度任用職員除く） 

       ・市長部局、市会事務局及び行政委員会事務局に存する所属 

● 従事期間・日数 職員の事務従事は、一つの依頼につき、最長２週間、従事日数１日 

       （上限２日/月）。同期間の複数の依頼への事務従事は不可 

● その他    ・試行実施後、職員や所属へのアンケート等を基に制度の改善等を 

        行ったうえで、来年度に本格実施予定 

       ・局横断のチームで京都市の課題解決等に取り組む「Kyoto Mebuki  

        Lab」の令和６年度の活動の中で提案された取組 

 

 

＜これまでの京都市職員のキャリア形成等に関する主な取組＞ 

・Kyoto Mebuki Lab 

 職員の自由闊達な意見交換から政策を生み出す風通しの良い組織風土の醸成及び創造

的な施策を企画・立案できる職員の育成を目的として、局区等を横断したチームで京都市
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の課題解決等に向けた取組の検討を行う制度。令和６年度は「新しい公共」及び「市民生

活と観光の調和」をテーマに設定。活動の中で生み出された取組は、テーマ所管課が京都

市の政策や予算要求への反映を検討 

・庁内ベンチャー制度 

 京都市の直面する課題に対して、創造的な政策を立案でき、今後の市政運営を担うこと

ができる職員を育成するとともに、職員の主体的なキャリア形成の支援を行う制度 

・庁内公募制度 

 職員のチャレンジ精神を引き出し、更なる能力開発を図ることを目的に、特定の業務分

野における職務従事を希望する職員を公募し、選考等により、翌年度の人事異動に反映さ

せることができる制度 

・庁内ＦＡ制度 

 職員の更なる意欲・能力の向上を図ることを目的に、職員が人事異動先として希望する

所属を指定して申告し、選考のうえ、当該所属の意向と合致すれば異動できる制度 

・スペシャリスト（専門家）養成コース 

 意欲と実績のある職員が、専門性をさらに高め、組織の中心人物として活躍することが

できるよう、特定の行政分野に限定した人事配置や職員の主体的なキャリア形成を推進

し、組織における専門性及び職員の意欲の向上を図る制度 

・キャリア開発研修 

 職員のキャリアごとに今後のキャリア形成に必要な能力を身に着けるための研修を実

施（初めて人事異動した職員、採用から５～６年経過した職員、係長６年目等） 

 

＜お問合せ先＞ 
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